
                 

五
月
八
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
感
染
法
上
二
類
相

当
か
ら
五
類
に
移
行
さ
れ
た
事

に
伴
い
、
夕
鶴
の
里
も
規
制
が

緩
和
さ
れ
ま
し
た
。 

◇
検
温
の
必
要
が
な
く
な
り

ま
し
た
。 

◇
マ
ス
ク
着
用
は
個
人
の
判

断
に
委
ね
ま
す
。 

◇
消
毒
液
は
、
風
除
室
と
要

所
に
設
置
し
て
お
き
ま
す

の
で
、
必
要
な
方
は
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

※
状
況
に
応
じ
て
、
職
員
は

マ
ス
ク
着
用
で
対
応
さ
せ

て
頂
き
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。 

         
 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

    

《
民
話
会
ゆ
う
づ
る
》 

 
 

 

※
四
月
六
日
開
催
の
定
例

会
・
総
会
に
お
け
る
任

期
満
了
に
よ
る
役
員
改

選
で
、
左
記
の
方
々
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

任
期
：
令
和
五
年
度
～
六
年
度 

  

会 

長 

白
岩
け
い
子
さ
ん 

 

副
会
長 

松
橋 

信
子
さ
ん 

 
 

〃 
 

大
竹 

和
子
さ
ん 

 

会 

計 

髙
橋 

大
吉
さ
ん 

 
 

   

《
夕
鶴
の
里
自
主
事
業 

実
行
委
員
会
》 

 

※
四
月
六
日
、
夕
鶴
の
里 

自
主
事
業
実
行
委
員
会 

が
開
催
さ
れ
、
任
期
満 

了
に
よ
る
役
員
改
選
で 

左
記
の
方
々
が
選
任
さ 

れ
ま
し
た
。 

任
期
：
令
和
五
年
度
～
六
年
度 

 

実
行
委
員
長 

 大
竹 

和
子
さ
ん 

副
実
行
委
員
長 

 

白
岩
け
い
子
さ
ん 

 

《
夕
鶴
の
里
友
の
会
》 

 
 

 

※
四
月
十
六
日
、
夕
鶴
の 

里
友
の
会
総
会
が
開
催 

さ
れ
、
任
期
満
了
に
よ 

る
役
員
改
選
で
左
記
の 

方
々
が
選
任
さ
れ
ま
し 

た
。 

任
期
：
令
和
五
年
度
～
六
年
度 

  

会 
長 

髙
橋 

弘
美
さ
ん 

 

副
会
長 

安
部 

晶
子
さ
ん 

 
 

〃 
 

竹
内 

浩
子
さ
ん 

 

理 

事 
伊
藤 

進
司
さ
ん 

 
 

〃 
 

齋
藤 
和
子
さ
ん 

 
 

〃 
 

佐
々
木
恵
子
さ
ん 

 

理 

事 

髙
野 

淳
子
さ
ん 

 
 

〃 
 

平
山
万
貴
子
さ
ん 

 

監 

事 

加
藤 

 

茂
さ
ん 

 
 

〃 
 

渡
部 

秀
丈
さ
ん 

 

《
お
き
た
ま 

語
り
部
の
会
》 

 

※
四
月
十
八
日
、
お
き
た 

ま
語
り
部
の
会
全
体
会 

総
会
が
開
催
さ
れ
、
任 

期
満
了
に
よ
る
役
員
改 

選
で
左
記
の
方
々
が
選 

任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

任
期
：
令
和
五
年
度
（
一
年
間
） 

 

会 

長 
 

井
田 

操
子
さ
ん 

 
 

 

（
た
か
は
た
地
区
語
り
部
の
会
） 

副
会
長 

髙
世
八
重
子
さ
ん 

 
 

 

（
平
野
昔
語
り
の
会
） 

理 

事 

中
川 

和
江
さ
ん 

 
 

 

（
ま
ほ
ろ
ば
語
り
部
の
会
） 

 

〃 
 

白
岩
け
い
子
さ
ん 

 
 

（
民
話
会
ゆ
う
づ
る
） 

 

〃 
 
 

佐
藤
知
恵
子
さ
ん 

 
 

 

（
川
西
昔
ば
な
し
の
会
） 

監 

事 

丸
山 

 

尚
さ
ん 

 
 

 

（
米
沢
と
ん
と
昔
の
会
） 

 

〃 
 
 

金
田 

茂
子
さ
ん 

 
 

 
 
 

（
長
井
小
町
の
会
） 

 

✿
役
員
の
皆
様
、
よ
ろ
し
く 

お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
   

各
団
体 

 
 

新
役
員
紹
介 

 

《
友
の
会
役
員
》 



今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ

ー
ク
は
、
遠
方
か
ら
の
お
客

様
が
多
く
、
館
内
が
大
変
賑

わ
い
ま
し
た
。 

 
 

赤
湯
温
泉
に
宿
泊
さ
れ
て

か
ら
お
越
し
の
お
客
様
は
、 

 

「
大
変
赤
湯
温
泉
良
か
っ
た 

で
す
～
。
近
く
に
夕
鶴
の

里
が
あ
っ
た
の
で
来
て
み

ま
し
た
～
。
期
待
し
て
い

な
か
っ
た
が
、
来
て
み
た

ら
素
晴
ら
し
い
資
料
館
で

し
た
。
語
り
も
聴
け
て
、

す
ご
く
良
か
っ
た
で
す
～
。

満
足
で
す
。
」
と
喜
ん
で
帰

ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期

間
中
、
お
子
様
連
れ
の
お
客

様
に
は
、
職
員
が
新
聞
紙
で

折
っ
た
、 

「
兜
（
か
ぶ
と
）
を
プ
レ
ゼ 

ン
ト
し
ま
し
た
。 

 

思
い
が
け
な
い
プ
レ
ゼ
ン

ト
に
び
っ
く
り
し
た
様
子
で

し
た
が
、
早
速
か
ぶ
っ
て
、

笑
顔
で
写
真
撮
影
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

 
      

       

  
 

 
   

 
 

  
 

     
 

                       
 

 
  

 

夕
鶴
の
里
企
画
展 

       

二
月
一
日
よ
り
開
催
し
て
い 

た
「
夕
鶴
の
ひ
な
飾
り
展
」
を 

五
月
七
日
に
終
了
し
ま
し
た
。 

 

四
月
上
旬
に
ひ
な
飾
り
展
の 

来
館
者
が
二
百
名
を
超
え
る
な 

ど
、
今
年
も
大
盛
況
で
し
た
。 

 

卯
年
に
ち
な
ん
で
、
兎
の
作 

品
も
多
く
展
示
さ
れ
て
い
て
、 

お
客
様
の
目
を
引
い
て
い
た
よ 

う
で
す
。 

 

ご
来
館
い
た
だ
き
ま
し
た
皆 

様
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ 

い
ま
し
た
。 

     
           

五
月
三
日
に
紅
花
の
種
を
ま

き
ま
し
た
。
種
は
昨
年
収
穫
し

た
種
で
す
。 

 

紅
花
が
咲
い
た
ら
、
夕
鶴
の

里
「
昔
の
あ
そ
び
」
で
も
使
う

予
定
で
す
。 

 

今
か
ら
花
が
咲
く
の
が
楽
し

み
で
す
。 

 
 第

十
一
回 

「
お
き
た
ま
語
り 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」 

 

◆
日
時
：
六
月
十
八
日
（
日
） 

 
 

 
 

十
三
時
三
十
分
～ 

◆
内
容
：
大
人
の
語
り 

 
 

 
 

子
ど
も
の
語
り 

 
 

 
 

寸
劇 

◆
会
場
：
夕
鶴
の
里 

 
 

 
 

 

語
り
部
ホ
ー
ル 

◆
入
場
料
：
無
料 

◆
主
催
：
お
き
た
ま 

語
り
部
の
会 

 

◆
問
合
せ
先 

 
 

 
 

 

南
陽
市
夕
鶴
の
里 

 
 

 

℡ 

四
七―

五
八
○
○ 

 
(

お
き
た
ま
語
り
部
の
会
事
務
局) 

 
 

 
 

 
 

     

「兜（かぶと）」の  

プレゼント  

５月３日  

  種まき  


